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研究成果の概要（和文）：本研究は、インドネシア華人とその再移住の調査を通じて、脱植民地化、国民国家形
成、冷戦といった20 世紀のアジアの国際関係をとらえなおすことを目的とし、オランダ、中国、香港、台湾、
マレーシア、日本などインドネシア華人の移動先において調査を行った。本研究によって、第二次世界大戦後か
ら21世紀初頭にいたるインドネシア華人の国際移動をめぐる複雑な実態が明らかになるとともに、インドネシア
が民主化とグローバル化を迎えた現代において、各地に定住しているインドネシア華移民が、出身国であるイン
ドネシアと新たに構築しつつある関係についても一部明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The focus of the project was to reflect on international relationships in 
20th century through the life history of Chinese Indonesians who migrated to other countries as the 
result of domestic and international affairs.Though the consequences of the history do not manifest 
themselves in the same way, the process of decolonization and Cold War era political processes had 
implications for Chinese diaspora in Southeast Asia, including the Chinese Indonesians. However, 
there was a gap between the studies of Chinese Overseas and efforts to understand individual 
experiences as reflections of historical events. Through the project, the members conducted 
extensive fieldwork in the destination of Chinese Indonesians such as Netherlands, China, Hong Kong,
 Taiwan, Malaysia, Japan. The outcome of the research projected not only the details of ones 
migration in relation with the international politics, but how the earlier migrants has developed 
new ties with Indonesia in the era of globalization.  

研究分野：地域研究
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１． 研究開始当初の背景 
【当初の研究状況】 
人の国際移動を対象とした研究は、移民
（史）研究、難民研究、ディアスポラ研究、
華人研究など様々なアプローチがある。これ
らの多様な移動研究の中で、特に東南アジア
を中心とする華人研究においては、華人とし
てのアイデンティティの有無に議論を収斂
させる傾向や、近代国民国家の境界性と華人
の越境的活動との対峙を基本的分析枠組み
とした上で、華人像の本質化、ないしは華人
に「自由な個人」像を見出す傾向がみられた。
その結果として、華人の移動が注目を集めな
がらも、そこから現代国際政治史を問い直す
視点が抜け落ちてきた。 
本研究では、このような従来の研究群への
批判から、移動する華人個々人の視点から現
代アジアの国際政治史の動態を描き出すこ
とを射程とした。 
【研究対象をめぐる背景】 
本研究ではインドネシア華人の移動を第
二次世界大戦以降のアジアの国際関係を顕
著の映し出している対象として選んだ。イン
ドネシアは、第二次世界大戦後、植民地体制
→左翼ポピュリズムによる容共権威主義体
制→軍部主導の反共権威主義体制→民主主
義体制、という劇的な体制転換を経験してき
た。これは程度の差こそあれアジア諸国に共
通する点であるが、特にインドネシアにおい
てより明瞭に認めることができる。 
このようなインドネシアの体制転換はそ
の都度華人の移動を大きく左右してきた。た
とえば 19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけ
ての中国からインドネシアへの移動、
1950-60 年代のインドネシアから（近隣国や
中国、オランダ等へ）の亡命、さらに 1990 年
代以降のオーストラリアや日本、アメリカへ
の留学や再移住、新華僑のインドネシアへの
流入などが挙げられる。これらの華人の移動
は、インドネシアの国内政治にかぎらず国際
政治経済の動向とも密接に連動してきた。 
なお、本研究では第二次世界大戦以降とい
う長期間にわたるインドネシア華人の国際
移動のもつダイナミズムをとらえること必
要があったため、特に初期の移動の当事者に
対する調査は、喫緊の課題であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、インドネシア華人とその再移住
の調査を通じて、脱植民地化、国民国家形成、
冷戦といった 20 世紀のアジアの国際関係を
とらえなおすことを目的としていた。個々の
移動するインドネシア華人の視点から近現
代史を再検討することによって、一国のナシ
ョナル・ヒストリーや政策分析からは浮かび
あがらない、イデオロギーや経済のグローバ
ル化と移動の関連とダイナミズムが明らか
にすることを目指した。 
具体的には、植民地体制からの脱却や、そ
の後権威主義体制下における対華人政策の

強化など、数多くの転換期を経る中で、定住
していたインドネシアを離れヨーロッパ・オ
ーストラリアや中国・香港・台湾に渡った華
人のこれまで言説化されることのなかった
ナラティブを分析することで、当事者の経験
世界から、膠着した歴史像を逆照射すること
を試みた。 
研究プロセスにおいては、以下の４点の究
明を行った。 
A) アイデンティティに還元される本質主
義的華人論の批判的検討 

B) 植民地期から現在にいたる東南アジア
と中国の関係を移動の実態から解明 

C) 冷戦下における国際移動の理由と実態
をインドネシアにおける国内政治との
関係から解明 

D) 移動元と移動先のそれぞれにおいて所
属する社会階層の差が、移動のパターン
や移動後の生活・思考に与えた影響を実
証的に検証 
 

３．研究の方法 
本研究では、インドネシア華人の移動を二
期にわけ、それぞれの時期に特徴的なインド
ネシア華人の移動を移動先におけるインタ
ビュー調査と文献調査によって明らかにし
た。第二次世界大戦後から冷戦期を第 1期と
し、主に家族や個人よる国際移動を検討した。
この時期の移動先としては、オランダ、中国、
台湾、香港が挙げられる。さらに、冷戦後期
から現代にかけてグローバル時代の移動を
第 2 期とし、ブローカーによる結婚や留学な
ど、組織を媒介して行われた国際移動を検討
した。この時期の移動先としては、マレーシ
ア、シンガポール、北米、オーストラリア、
台湾、日本などが挙げられ、うちマレーシア、
台湾、日本を本研究の調査対象とした。 
調査に際しては、すでに移民先での生活が
長い調査対象に対するインタビューを円滑
に行うために、代表者をはじめとするインド
ネシア研究者に加えて、移民先における調査
経験が長い分担者によるチームで調査を取
り入れた。インドネシア（2012 年）、香港
（2013年度、2015年度）台湾（2014年度）、
マレーシア（2015 年度）の合同調査を通し
て情報と課題と共有しつつ、メンバー各自が
それぞれの調査地で研究を深める形で遂行
した。 
 
４．研究成果 
 本研究メンバーによる個別の研究成果は
次項「５．主な研究発表論文等」に挙げられ
ているとおりである。研究プロジェクト全体
を通して得られた調査結果のうち 4点を以下
に挙げる。 
 
A) オランダへのインドネシア華人移民に
関しては、①移民の時期に関わらず、オ
ランダ語能力をはじめとする植民地期
からの文化資本を活用して移動したグ



ループ、②1965 年以前に旧社会主義国
へ赴任や留学をしていた人々が帰国で
きずに政治難民としてオランダにたど
りついたグループ、③1965 年以降の権
威主義体制期に留学生として移動した
ケースの三者がみられた。第 1のグルー
プと、第 2・第 3のグループは交友関係
が一致しておらず、脱植民地期から権威
主義体制期にかけてインドネシアの政
治転換が社会に浸透していく過程にお
いて、教育制度や思想の浸透の濃淡が、
移動後の人生にも反映されていること
が分かった。 

B) 香港におけるインドネシア華人に関し
ては、1930 年代以降断続的に流入した
移民グループと 1950 年代から 1960 年
代にかけてと中国「帰国」した後、1970
年代に中国から香港に移動したグルー
プがあり、台湾と同様に自由中国として
位置付けられていた点と、シンガポール
同様インドネシア華人のビジネスのハ
ブであった点が、香港におけるインドネ
シア華人の層を厚くしている。その結果、
さまざまなインドネシア華人団体が形
成されており、1998 年にインドネシア
が民主化した以降は、インドネシアとの
交流も行っている。 

C) 香港と台湾は、いずれも 1980年代以降、
東南アジアから家事労働者の受け入れ
を行ってきた。その際に、「帰国華僑」
として先行して定着したインドネシア
華人が、インドネシアからの家事労働者
（華人でない場合が多い）を好んで受入
れたり、インドネシア人家事労働者のニ
ーズに即した商店を経営していたり、ゆ
るやかな関わり合いを持っていること
が分かった。 

D) マレーシアのペナンとインドネシアの
メダンはマラッカ海峡をはさんで、とも
に福建系の華人が多く、古くから両岸を
行き来してきた。1963 年にスカルノが
「マレーシア対決」を宣言した後は、以
前ほど行き来が自由ではなくなったが、
1998 年にインドネシア各地で反華人暴
動がおこった際に、対岸のメダンより大
量の華人女子が留学や結婚という手段
で避難してきており、その後定着した一
部のインドネシア華人女性らによって、
インドネシア人家事労働者を派遣する
ビジネスや、インドネシアからの医療ツ
ーリズムを支えるビジネスが行われて
いることが分かった。 

  
これらの調査結果から得られた知見として
は次の 2点である。 
A) 移動先の選択は、従来の研究で強調され
てきたアイデンティティの所在による
選択というよりも、それぞれの移動先と
の第二次世界大戦以前からの結びつき
と、第二次世界大戦以降の国内・国際政

治の影響を受けて決断された場合が多
い。 

B) 現地に定住したインドネシア華人は、グ
ローバル化時代に入った現在、定住先に
おいてインドネシアからの家事労働者
や医療ツーリズム参加者が増加する中
で、新たなビジネスチャンスを見出して
いる。この点については、今後より詳細
に調査する必要がある。 
 
なお、プロジェクト全体の成果は、報告書
（次項５．［図書］①）として刊行し、大部
分はウェブサイトでも公開した。 
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